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オリエンテーリングを広め
るためには、まず、子どもた
ちの参加。そのためには、子
供会とか学校とかの行事で
オリエンテーリングを行い、
その延長で大会が近辺にあ
るのが一番なんですが…。 

 
■子供会とオリエンテーリング■ 

ＫＯＬＡの会員である寺田氏が役員
を務めていたので、関わりが始まった
大宮子供会でのオリエンテーリング大
会。子どもたちも楽しみにしていて、
始まる前にも「去年はこうだったよ」
とか前年の話しをしている子もいまし
た。これで楽しみを知った子が、次の
大会に参加してくれるのが一番なんで
すが、なかなか小学生が気軽に参加で
きる大会というのは近辺では少ないも
の。こういう場所で体験したことを生
かせるような大会を身近に作っていか
ないとだめでしょうね。 

 

■市長も拝見。凧揚げ大会■ 
オリエンテーリングの前には、冬の

間に作った手作り凧での凧揚げ大会。
デザインや良くあがった物とかに、
色々と賞が与えられていました。役員
の人が手分けして賞を決めているので
すが、毎年、岸和田市長の原氏も顔を
出して、市長賞も選んでいます。 

 

 
 
 
 
 

■みんなで走りまわろう■ 
５人一組でグループを作ってもらい、

今年は１２チーム対抗戦。コントロー
ルを１５個ぶら下げているのだが、そ
の中でクレヨンをぶら下げてあるのは
９つだけ。その９つのコントロールに
張ってある絵と同じ絵の部分にクレヨ
ンでチェックを入れてきて帰ってくる
だけです。時間は３０分制限なんです
が、やっぱりみんな見つけてみたいと
思うのか、時間を過ぎてでも全部見つ
けようとするチームもあり、結局４０
分以上たって、全チームがゴール。今
年も楽しんでくれたかな。 

 
（横田 実） 

第１４回 大宮子供会凧揚＆オリエンテーリング大会 
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